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株式会社マクルウ  

〒418-0023 静岡県富士宮市山本286-1 

TEL:0544-24-5900  FAX:0544-29-6320 

プレスリリース カテゴリー:［新技術］ 

2021年8月発信 

報道関係者各位 

マグネシウム加工ベンチャーのマクルウ 

押出し加工を利用したマグネシウム合金スクラップ材の再生技術の開発に着手 

～静岡県先端企業育成プロジェクト推進事業費補助金を活用した産総研との共同研究開発～ 

株式会社マクルウ（本社：静岡県富士宮市、代表取締役：安倍雅史）は、2021年8月から、杖や車いすフレーム等福祉

介護機器用マグネシウム合金パイプへのリサイクル材採用を実現する、押出し加工を利用したマグネシウム合金スクラ

ップ材の再生技術の開発を開始します。 

本技術は、国立研究開発法人産業技術総合研究所（本部：東京都千代田区、理事長：石村和彦、以下、産総研）と共同

研究契約を結び、産総研が有する｢固相リサイクル法｣に関する技術的ノウハウと表面分析技術及び組織解析技術と、静

岡県令和３年度先端企業育成プロジェクト推進事業費補助金を活用し、開発するものです。 

 静岡県の発表資料： 

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/kisha.nsf/c3db48f94231df2e4925714700049a4e/e127aa55f586b0a34925870c001df434?O

penDocument 

 

□開発の背景 

高齢社会を迎える中、ユーザーと介護者が使いやすい福祉介護機器の観点から軽量化の重要性が指摘され、最軽量

金属であるマグネシウムへの注目が高まっています。当社は、マグネシウム合金製福祉機器を実現するためのパイプ曲

げ加工などの塑性加工技術、溶接技術を開発し、杖、車いすフレーム、ハンドリムなどを開発してきました。 

一方、事業の拡大に伴いスクラップ材増加という課題がでてきました。従来からマグネシウム合金のスクラップ材は

100%リサイクルを実施していますが、リサイクル時に溶解が必要なこと、リサイクル業者への運搬が必要なことなどに

課題を感じていました。 

 

 

 

 

 

 

 

□開発する技術の概要 

現在のマグネシウム合金のリサイクルは、リサイクル工場に回収された

上で再溶解精錬により再生されています。この方法の課題は、再溶解を

伴うリサイクルであるため、カバーガス(SF6等)を用いる必要があり、融

点以上の高温を必要とするためエネルギー消費が高いということです。 

一方、産総研の「固相リサイクル法」は、マグネシウム合金スクラップ材

を直接押出し成形して固化・再生する方法です。本法は、押出し加工中の

強加工により、スクラップ表面の酸化物を破壊し固化・接合するもので、

再溶解を伴わない点が特徴です。 

この方法の課題は出所が分からないスクラップ材には適用できないこ

とですが、本事業においては、マグネシウム合金加工工程を有する工場

内でのリサイクルであるため、｢固相リサイクル法｣を適用する最適な環境

といえます。 

 

 

マグネシウム合金製福祉介護機器の例 マグネシウム合金スクラップ材 

「固相リサイクル法」と 

「従来型リサイクル法」の比較 

http://www2.pref.shizuoka.jp/all/kisha.nsf/c3db48f94231df2e4925714700049a4e/e127aa55f586b0a34925870c001df434?OpenDocument
http://www2.pref.shizuoka.jp/all/kisha.nsf/c3db48f94231df2e4925714700049a4e/e127aa55f586b0a34925870c001df434?OpenDocument
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□スケジュール 

本事業は三年計画で実施します。2021 年度は研究開発に必要な情報収集や基礎研究などの準備期間、2022 年度

に研究開発を実施するための環境整備とラボレベルでの研究開発の完了、2023 年度にラボ技術のスケールアップ、リ

サイクル加工の実施及び評価を計画しております。 

その後、本技術を活用した量産設備を整え、「リサイクルドマグネシウム合金パイプ(仮称)」を活用した杖や車いすフレ

ームの商品化により、年間 10 トン以上の福祉介護機器用マグネシウム合金加工を計画し、より多くの方に使いやすく環

境に優しい福祉介護機器をお届けいたします。 

 

□さいごに 

本リサイクル技術の確立は、現在主に中国に依存している素材の安定調達の観点でも大きな利点があります。 

さらに、エネルギー消費を極小化したリサイクルの実現により、SDGsの目標 12「つくる責任 つかう責任」への対応、

2050年のカーボンニュートラルの実現に向け貢献していく所存であります。 

 

■マグネシウムの主な特徴について 

⚫ 実用金属中最軽量（比重 1.8）、鉄の 1/4、チタンの 1/2、アルミの 2/3 

⚫ 比強度（強度/比重）が最大級の金属 

⚫ 振動吸収性、放熱性、生体分解性、人体必須元素 

 

■株式会社マクルウについて http://macrw.com 

「マグネシウムの新たな世界を切り拓く」という理念のもと、独自技術である冷間引抜加工技術を核に様々なマグネ

シウム加工技術を開発。合わせて、ドローン用機体、杖・車椅子など福祉用具、トーンアームパイプ等音響部材の開

発を中心にマグネシウムを活用した製品開発を推進。「社名の由来コンテスト 社名大賞」（コクヨファニチャーofon

主催）、「しずぎん起業家大賞 次世代技術部門 最優秀賞」(静岡銀行主催)、「Rise Up Festa 先端技術・素材分

野 優秀賞」 (三菱東京 UFJ 銀行主催) 、静岡県産業振興財団理事長表彰(静岡県産業振興財団) 、日本マグネ

シウム協会協会賞「技術賞」受賞。 

 

＜会社概要＞ 

株式会社マクルウ 

【住所】静岡県富士宮市山本286-1  

【代表者】代表取締役 安倍 雅史  

【設立】2010年 1月  

【資本金】3500万円  

【事業内容】マグネシウム合金製品開発など  

【URL】http://macrw.com 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

株式会社マクルウ 担当：安倍 信貴 

TEL：0544-24-5900 FAX：0544-29-6320 E-mail：n_abe@macrw.xsrv.jp 

 
プレスリリースに掲載されている内容、製品の価格、仕様、お問い合わせ先、その他の情報は、発表時点の情報です。その後予告なしに変更となる場合があります。また、プレスリリースにおける計画、目標などはさまざまな

リスクおよび不確実な事実により、実際の結果が予測と異なる場合もあります。あらかじめご了承ください。 
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